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実施スケジュール
項目 24年度以前 25年度 26年度 27年度 28年度 29年度 30年度以降

向こう5年間の直接事業費の推移
26年度 27年度 28年度 29年度 30年度 5年間の実績

8935
733回

人 7877
657

4725
363800

9000
25年度実績9月末の実績25年度予定

事業活動の実績（活動指標）
24年度実績単位項目

参加延べ人数
開催回数

評価対象外事業
〔1330〕ふれあいいきいきサロン事業事務事業名

予算科目

総合計画での位置付け
福祉の向上と保健・医療の充実〜やすらぎとぬくもりのまちづくり〜
高齢者対策の充実

公共建設事業一般事務平成25年度事務事業評価シート
該当事業（評価対象外事業は基本情報のみ記載）

長寿介護課

老人福祉法、介護保険法
根拠法令等

【開始年度】 平成 【開始年度】実施期間

福岡 保裕
所管課情報 担当課： 544

所属長： 担当責任者：記入者情報
事業の性格

電話番号（内線）：

法定事務

事業の対象 一人暮らし及び虚弱な高齢者等（概ね７０歳以上）

野島 孝美

高齢化率の上昇とともに各地域の地理的要因、特性等を考慮したサロンの設置を推進し、認知症予防等を目
的とした事業展開を図る。併せて、サロン実施団体等の研修を実施することにより、効果的な事業の実施を推
進する。

地域における高齢者の孤立及び孤独感の解消を図る。

事業の目的

事業の全てを伊予市社会福祉協議会に委託し実施しているが、主に地域のボランテイア等が中心となり、各
地域の集会所等を利用して高齢者に交流の場を提供することで孤独感の解消を図り、地域における一体感を
創出する。事業の内容

改善策の
具体的

取り組み
（当初）

改善策の
具体的

取り組み

事業費及び財源内訳
25年度決算9月末の執行状況25年度予算24年度決算

事業費
3,544
799
0

3,859
813
4,672 2,335

406
1,929 3,179

813
3,992

人件費
内訳

財源内訳

項　　　目
直接事業費
人件費
合計
人工数
人件費単価
補助事業人件費
人件費
国庫支出金
県支出金
地方債
その他
一般財源

0
0
0
0

4,672

0.10
7,999
0
799
0
0
0
0

4,343 3,992

0.10
8,135
0

813
0

0
0

0
2,335
0
0
0
0

406
0

8,135
0.050.10

8,135
0

813
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二次評価

二次評価
（所属部長）

課題認識

高齢者が地域でいきいきと暮らすことができるよう、互いの交流を深めて生きがいをつくり、閉じこもりを予
防することを目的とする事業である。運営の要となるボランティアの世話人を募り、研修会を開くなど事業
内容の充実を図る必要がある。

一次評価結果のとおり事業継続と判断する。

意見、課題

コスト効率 3
受益者負担の適正 3

B

課題認識

一次評価

一次評価
（所属長）

妥当性
目的の妥当性 4

B市民ニーズへの対応 3
市の関与の妥当性 3

有効性
事業の効果 3

B成果向上の可能性 4
施策への貢献度 3

効率性
手段の最適性 4

妥当性

有効性

効率性

自己評価
（担当責任者）

B

B

B
手段の最適性 4

コスト効率 3

成果向上の可能性 4
施策への貢献度 3

市の関与の妥当性 3
事業の効果 4

今年度は、開催回数、参加延べ人数とも前年度より減少したが、高齢者に他者との交流やふれあいの場
を提供することにより、孤独感や閉じこもり生活の解消が図られている。また、サロンの運営に役立ててい
ただく為、世話人の方の研修会を２回開催した。今後は、世話人であるボランティアの拡大を図りながら、
事業を推進していきたい。

自己評価
4目的の妥当性

市民ニーズへの対応 4

成果指標

指標設定の
考え方

各サロンに独創性を持たせ、地域間を越えた積極的な参加を図ることにより、参加者の増加に繋げ、高齢者
の自立等を支援する。

目　　標
実　　績

区分年度 24年度 25年度 26年度
0900090009000

受益者負担の適正 3

0078778935

成果指標
参加延べ人数（利用者数）
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行政評価委員会の答申

外部評価
（行政評価委員会）

経営者会議の最終判断

事業の方向性

意見、課題

現状のまま継続する。


